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■    第 25 期定期代議員総会終わる！   
 

７月２８日、成田勤労会館において第２５回定期代議員総会が開催されました。 

＜定足数確認＞  定足数 10 名 

代議員総数 １４名  出席代議員数 11 名  委任 ３名  欠席 0 名 

初めに赤坂委員長から第２４期を振り返り、春闘をはじめこれまで行われた交渉の経緯やアベノミクスについて説明があり、特に現在消 

費者物価が上昇していることや近い将来、消費税税率の引き上げが行われることから、その分に見合う賃上げを会社側に要求しなければな 

らない旨の話がありました。来賓のＪＡＬ客乗原告団桑原氏からは東京高裁で行われている乗員・客室乗務員不当解雇撤回裁判についての 

現状や今後の予定を報告していただき、第２５期も引き続き支援要請がありました。また、航空連事務局次長丸山氏からは航空情勢、今後 

の航空連の取り組みや、アベノミクスが私達航空労働者に与える影響についての説明をしていただき、その他ＪＡＬ客室乗務員雇い止め撤 

回裁判や日東整争議団への支援要請がありました。その後、各総括案および方針案等について各担当から説明がなされ、参加代議員からの 

質疑を経て、下記すべての議案が全員賛成で可決承認されました。 

               第２４期運動総括案および第２５期運動方針案 

             第２４期会計報告および第２５期予算案 

第２５期役員体制 

 今総会時に第２５期役員選挙投票が行われ、全員信認されましたのでここにご報告いたします。 

中央執行委員長   赤坂 潤一郎(成田上屋課)      中央執行副委員長   道阪 康之(関空輸入上屋課) 

                                           福永 貴洋(成田整備課) 

書記長        鈴木 智(成田運航課)         中央執行委員   石川 康通(成田上屋課) 

                                                           三橋 保人(成田整備課) 

                                                            山本 拓朗(関空運航課) 

会計監査     南 慎一郎(成田整備課)       選挙管理委員     斉藤 吉政(成田上屋課) 

          大友 啄人(成田整備課)                                 （敬称略） 

第２５期代議員 

阿 部  淳 一 ( 成 田 整 備 課 )    加 藤  正 夫 ( 成 田 整 備 課 )      橋 本  顕 栄 ( 成 田 運 航 課 )   

菊 地  伸 和 ( 成 田 上 屋 課 )    伊 藤  哲 理 ( 新 砂 支 部 )      戸山 貴司(関空整備課) 

田淵 哲也(関空運航課)       渡邉 誉敏(名 古 屋 支 部 )       谷 垣  喜 広 ( 関空輸入上屋課) 

尾 崎  克 剛 (関空輸出上屋課)     福森 信和(関空通関課)             笹原 孝宏(関空ＴＳＪフレイト課) 

今永  貴廣(南港支部)          寺川  雅年(南港支部)                        (敬称略） 

第２５期定期総会は無事終了し、新たにスタートを切りました。しかしながら、今ＦＹ１３春闘については殆どの要求項目 

ついて、会社側交渉窓口の田中通関部本部長から「受け入れられません。」、「ＴＣＢＲの結果が出てから検討します。」と 

の回答のみで６月以来、団交は行われていません。２０１３年で住宅・家族・年功手当の支払い支給がなくなり、新報酬制度 

については組合員だけでなく、非組合員からもたくさんの不満の声があがっており、問題は山積みです。定期総会の一般質疑 

の中では、現在人事部から各部署に｢通勤手段を見直し、会社の規則通り通勤せよ。｣とのＩＯＭが出されていますが、営業所 

により基準が曖昧な点や申請と異なる通勤をした場合の罰則について不安視する意見があり、昨年に引き続き、単なる不規則 

な勤務スケジュールの押し付けに過ぎないＭＯ(モデルオペレーション)、管理職の思い付きと言わざるを得ないジョブローテ 

ーションやワークシェアが行われていることに対しても不満の声があがりました。また、組合費を安くして欲しいという意見 

もあがりました。ここ数年組合員が増加傾向にありますが、組合費を安くするためにも更にこの動きを加速させ運動を展開し 

なければなりません。今期も組織拡大のため組合員の皆さんにこれまで以上にご協力をお願いする次第です。 
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